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話しことばにおける受動文の機能

――日本語と英語の対照研究――
田中一郎（関東大学）

要旨

　要旨は1行40字で10行程度とします。キーワードは3～6個つけてください。

キーワード：日常会話，直接受動文，間接受動文，動作主，「～てもらう」，英語

Functions of the Passive in Spoken Language:

A Comparative study of Japanese and English

TANAKA Ichiro (Kanto University)

Abstract
　英語の要旨は，1行80字で10行程度とします。キーワードは3～6個つけてください。
Keywords: everyday conversation, direct passive, indirect passive, agent, '-te morau', English
1．節見出し
　本文は13 point，要旨・脚注・参考文献は11 pointで作成してください。また，図表などは9 point以上で作成してください。

　半角のカタカナやかぎかっこ（例：ﾆﾎﾝｺﾞ，｢｣）は使用しないでください。

　原稿は本文・注・文献と，日本語および英語の題目・氏名・所属・要旨・キーワードを含め，研究論文・展望論文は 16ページ以内，研究ノート・書評論文は8ページ以内に収めてください。

2．節見出し

2.1　節見出し

2.1.1　節見出し
　読点は「，」（日本語入力モードでの「，」），句点は「。」を使用します。数字は基本的に半角（例：11）を使用します。本文中のアルファベットは基本的に半角を使用します。

（1）　例文のサンプルです。例文番号の後には全角のスペースを挿入します。（欧文の場合は，半角のスペースを2つ挿入します。）

（2） *例文のサンプルです。例文の頭に「*」や「?」をつけるときは，例文番号の後に半角のスペースと半角の「*」や「?」を挿入します。例文の頭に「??」をつけるときは，半角の「?」を2つ挿入します。

（10）a.　例文のサンプルです。「a」の後のピリオドは半角を使います。
    b.??例文のサンプルです。

　注の付け方はwordの場合には，挿入から脚注を選びます
。

2.1.2　節見出し
　節と節の間は1行空けます（2.1，2.1.1といった小節の場合も同様です）。

　以下，文献の表記方法を示します。文献表記の原則は以下の通りです。

　【執筆者】【（発表年）】【「論文名」】【，編者名】【『書名・誌名―サブタイトル―』】【号数，】【pp.記載ページ，】【発行所名】【．】

　欧文は下記の表記法をご参照ください。

　和文文献とそれ以外は分けて書いてください。和文文献は筆頭著者のアイウエオ順に，欧文文献はアルファベット順に配列します。参考文献本文は11 pointとします。
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� 脚注のサンプルです。11 pointで作成します。





